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測温距離は，静水面のそれに比べて大きくとれることを示している O また本解析は， 1 次の水表面の光学特性を，風
速，風向，吹送距離の 3 つの外部パラメーターで指定することが出来るため，応用面からも有用であることを示唆し
ている。



















(2) 正確な水面温度の放射温度測定において重要な，波浪のある水表面の実効放射率と実効反射率を定義し， shadowing 
を考慮して解析的に決定する方法を提案しているO そして，波浪のある水表面の実効放射率が，静水面の放射率に
比べて大きな観測角に対応した遠方の観測点において，特にその値が大きいことを示している O この結果は，船の
上などの低高度からの水温分布測定が現実的な射程にあることを示唆している。また，実効放射率と実効反射率は，
測定現場において決定可能なノぐラメーターによって指定することが出来，応用面からも有用であることを示してい
る。
(3) 船上や地上に設置した塔，あるいは海に近い丘等の低高度からの水温分布測定で、利用できる温度補正式を導き，
さらに新しい計測法として水面温度画像構成法を提案している。この計測法は人工衛星からの水温分布計測と比べ
て，計測の実時間性，空間分解能，上空の雲の影響を受けないことなどの点で有利であることを示している。そし
て提案した方法の有効性を実海域実験によって確認している。さらに残された問題について検討を加え，提案した
方法が将来的に実用化される可能性が高いことを示している。
以上のように，本論文は，波浪のある水面の水温分布測定を低高度から行うことのできる熱映像システムの実現可
能性に関して，非一様な水表面の統計的定式化， shadowing を考慮した水表面の実効放射率と実効反射率の決定，新
規な水面温度画像構成法の提案などの多くの有益な知見を得ており，応用物理学，特に海洋学，環境計測学の発展に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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